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1932 年 6 月から 1947 年 11 月まで，「人民党に
よる政治秩序の時代」［Kobkua1995］が続き，




































































































































僑 」 商 人 の 代 表（135 人 ） を 対 象 に 分 析 し
［Skinner1958］，その後のタイ華人研究に大き
な影響を与えた。それら華僑大資本家の多くは，














1966; Skinner 1957; Sirilak 1980; Sangsit 1983;
Phanni1986］。


















































































































































































の 長 い ほ ぼ 同 世 代 の 華 裔（Sino-Thai） で あ












































































6 テ ィ ア ム・ タ ン テ ィ
ウェーチャクン
●
7 ト ー・ ブ ン テ ィ ア ム
（1890－1950）



















●（1949） ● BCC 警察官



















18 ルイ・キリワット　 ● A 『クルンテープ・



















































28 レック・コーメート □（1924） ◎（1933），
□初代副会頭，
のちに会頭













30 チュア・ペンパーククン ● ○（1924） ◎（1933） A 薬局開設，タバ
コ製造業を起業
31 エン・パークスワン ● ●（1924） ◎（1933）
32 クン　プラサートスパ
マートラー




● ● ◎（1933），〇 A 関税局，外国企
業勤務後，輸入
商に転じる
34 チョイ・コック・リアン ◎ ◎（1933），〇 A
35 レ ッ ク・ キ ア ン シ リ
（1894－1988）
□（1946） ● ● ◎（1933），〇 商業学校 キアン・セン・
チャン商店主






























































47 コ ー シ ッ ト・ ウ ェ ー
チ ャ ー チ ー ワ（1899－
1962）
□ ● ● ●（のちに加入） A/T コンプラドール
（イースト・ア






○（1916） ● A アングロ・サイ
アム社勤務





○（1932） ●（のちに加入） A/ 商業学校 ボルネオ社，ル

















53 トンディ・イッサラクン ◎（1933） 図 書
館担当
54 セーフン・ヨンフア ◎（1933），〇






































































































































































































































立憲革命後の 1934 年には上記の 3 協会は「サ
ヤーム・サハミットクラブ」（直後にサハミッ
ト・クラブ〔SamosonSahamit〕に改名）に統合
















































































































































































































































































































































































































































































































〔ChinosayamWorasap〕』 紙， 月 刊『 パ ド ゥ ン
ウィタヤー〔Padunwitthaya〕』の発刊者）と，そ
の末弟ケンリアン・シーブンルアンが加わった
















































































































〈Thaimai，1930 年 12 月 5 日〉，「この国の問題」
〈Thaimai， 1930 年 12 月 13 日〉，「タイの商人と
カムペーンペット親王」〈Thaimai，1931 年 1 月
12 日〉といった経済政策論を連続的に掲載し，
1930 年に推計 8000 部と国内最大規模の発行部


















































































しした。同年 6 月 20 日，タイのドンムアン
（DonMueang）空港を出発したルアンは飛行に
成功し，道中の様子が連日『タイマイ』紙の紙
面を飾った〈Thaimai，1932 年 6 月 20－28 日〉
［Luean1976］。ルアン・ポンソーポンは，その














































































































































された。続いて 1934 年 3 月には，内務省が設
置したテーサバーン（thesaban）自治体の運営
を助ける県議会（SaphaChangwat）委員に，
エ ー ク・ ウ ィ ー サ ク ン（ プ ラ ナ コ ー ン 県，
Phranakhon）やティアンテック・カンナスー
トとクン　カセーム・カンナスート（Khun















1932 年から 1940 年代までに，この新興企業家












『 バ ン コ ク・ カ ー ン ム ア ン（BangkokKan-
mueang）』紙は，1932 年 6 月 2 日からほか 14
紙とともに新政府から一時発禁処分を通告され，
最長のもので 1934 年 7 月 16 日まで発行できな
かった［Sukanya1977,109-110］。さらに『クル
ンテープ・デイリーメール』紙は，編集者ルイ・


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文書 No.4 の製紙会社計画は，1932 年 11 月，
『タイマイ』紙所有者であるレック ･ コーメー
トが民間の製紙会社の立ち上げを計画したもの











全体の半分にあたる 5000 株を出資し，前述 2
名のほかピブーン，パホンなどの人民党政治
家と「サハミット・クラブ」の商人センリー・
























































人民党政府は，1934 年 4 月，マハイサワン
の提案を推進する旨いったん回答し，資本金
25 パーセントの出資を約束した。ところが




る出資について，1935 年 11 月，反対する財務
省と賛成する経済省の間で見解の相違が問題に
















































































































































































































































資本の 70 パーセントを人民党，残り 30 パーセ
ントを王室が出資して 1939 年にタイニヨム・
パーニット社が設置された。さらに，同社の県
支 部 を 整 え る た め「 県 事 業 会 社（Borisat
Changwat）」が考案され，1940 年に政府出資






























































































































1 月 11 日付）を原則として用いたが（タイ国官
























































































































































ウ ィ ー サ ク ン（BunyawatWisakun） 氏 に，
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Rise of the Sino-Thai Entrepreneurs and Their 
Relationship with the Thai Bureaucratic Elite after 
the Constitutional Revolution in Siam: Case Study 
of the Siamese Chamber of Commerce
Tsuruyo Funatsu
This study focuses on the political role of Sino-Thai entrepreneurs in nationalist policies after 
the Constitutional Revolution in Siam. By tracing the political activities of the founding members 
of the Siamese Chamber of Commerce from the 1920s to the 1940s, this study shows evidence 
that the newly emerged Sino-Thai entrepreneurs had some common features, such as educational 
qualifications in Thailand, command of western languages, knowledge in commerce and industry, 
as well as their interest in investing in new industries. After the Constitutional Revolution, they 
ceased their involvement with Chinese politics and began to take part in proposing new ideas 
about the economic policies of the People’s Party. Some leaders of the Siamese Chamber of 
Commerce were involved in setting up some national public companies at the first stage. In 
previous studies, these Sino-Thai entrepreneurs are often characterized as “pariah entrepreneurs” 
who were dependent and vulnerable under the patron-clientelism regulated by the Thai 
bureaucratic elite. However, this study shows the process by which the Sino-Thai entrepreneurs 
adapted themselves to new opportunities to claim themselves as “Thai merchants” on their own 
initiative and by which they tried to influence the People’s Party’s policy-making process to 
handle the nationalist policies of the first half of the 1940s. This case study suggests that some 
Sino-Thai entrepreneurs who had helped the People’s Party partly shared decision-making power 
with the Thai bureaucrats. This group of entrepreneurs continuously exercised influence over the 
implementation of nationalist policies while Premier Phibun was in office.
